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　QBSでは財務や会計に関連する科目がそれぞれ複数開講されて
いますが、ビジネス・スクールに入学すれば、苦手な人も他人任せに
することはできません。
　当日は、担当教科である「ファイナン
シャル・マネジメント」の科目説明を行い
ながら、マネージャーにとって重要な機能
である「意思決定」を行う上で財務や会
計をどう役立てるか、その一端をお話し
できればと思います。

　ビジネス・スクールでは、実在する企業や業界などを題材として、
多角的なディスカッションを行うことで、分析力・洞察力や戦略構築
の能力を高めるマネジメント・トレーニングの手法として、ケース・メ

ソッドという教授法を行っています。当日
は、国際経営の科目を想定しながら、参
加いただく皆さんに、臨場感のあるビジ
ネス・スクールの双方向性の講義を体験
していただきたいと思います。

　本模擬講義では、「財務会計」における
国際財務報告基準（IFRS）と我が国の会
計基準における利益概念について学習し
ます。企業の基本目的は利益の追求です。
その利益の考え方について、利益の量、
利益の質、純利益、包括利益、収益費用中
心観、資産負債中心観、財産法、損益法など様々な観点から学習し
ます。

　この模擬講義では、MOT科目である
「イノベーション・マネジメント」と「知識
マネジメント」に関連するトピックを取り
上げます。日本の鉄鋼メーカーにおける
高炉操業エキスパート・システムの開発
事例に関するディスカッションを通じて、

組織的な知識の共有がどのようにイノベーションの創出に結びつ
いていったのかを理解する手掛かりを提示します。参加者の皆さん
が積極的にディスカッションに参加されることを期待しています。

　5月18日にソウルに来て、6月5日にＭ＆Ａの授業をはじめた。KAISTのビジネスス
クールは、春学期が2月から始まり秋学期が9月から始まる。現在は夏学期である。私は夏学
期の授業を一コマ教えている。週に火曜日と木曜日の2回、15コマ英語で教えて最後に最
終試験を行う。KAISTのビジネススクールは、技術、金融、メディアの3つに分かれている。私
のＭ＆Ａの授業を取っている学生は15人だが、ほとんどは金融コースの学生である。金融

コースは、3学期目に英米のビジネススクールに留学に
行くことになっている。2年生はまだ留学先から帰ってき
ていない者も多いため、ほとんどは1年生である。英語
は少し日本よりできるもののたいして積極的に発言す
るような学生でないとわかったため日本と同様にこち
らからあてている。私の書いた日本語の本が事前に読め
ないので授業内容をどのくらい理解しているか心配だ。
成績をつけなければならないため、最終試験まで頭が
痛い。

村藤　功（企業財務、企業価値創造とM&A）

　今年度のQAN会長をさせて頂く事になりました6期生の宣と申し
ます。2012年度も、様々な活動を通して、ＱＡＮ会員の縦、横の絆を作
り、学びと成長の機会を作る事を目的としています。
　特にアジアにおける学生、ビジネスパーソンとの交流を行い、アジア
ビジネスの促進、リーダーシップのあり方を学ぶ事に力を入れていき
ます。
　具体的な活動内容としては①海外の他大学や企業との交流事業、②

アジア各地で活躍している修了生、短期留学生のネットワークづくり、③定期的なワーク
ショップや講演会の開催、④ＱＢＳ10周年記念行事やクリスマスパーティ、ＱＢＳフォーラ
ムを通してのＱＢＳへのサポート等です。
　ＱＡＮには300名近くの様々なバックグラウンドを持った会員がおり、刺激的な（？）学
びの場が沢山あります。会員の方のみならず現役学生、関係者の方々、各イベントへの参加
をお待ちしております。（持ち込み案件も熱烈歓迎です。）一年間宜しくお願い致します。

宣　虎長（6期生）

QBS大学説明会・オープンキャンパス　開催迫る！

T O P I C S

在校生紹介

　自己の潜在能力を引き出し、今後発生する
様々な機会を仕事や私生活に最大限に活かすた
めにQBSに入学してから１年余りが過ぎました。
この間、私が最も大きな財産だと感じたことは、
得難い仲間たちに巡り合えたことです。私は学生
会を通じて約１年間、在校生や修了生の方々とと
もに様々なイベント企画に従事してまいりまし
た。行動力と創造力のある仲間に恵まれたおか
げで、大変意義のある充実したイベントを開催す
ることができました。
　QBS生活も残すところ８か月ですが、まだまだ
学び足りないことが山ほどあると痛感しておりま
す。かつてこれほどまで貪欲に学びたいと感じた
ことはありません。日々の講義では、仲間たちと
のディスカッションやプレゼンを通じて、あらゆ
る価値観やモノの考え方を学ぶことができ、とて
も密度の濃い時間を過ごせます。残された学生
生活の１分１秒を大切にし、より多くの気づきを
仲間や先生方から発見したいと思います。

畠田 憲司さん（9期生）
所属
九州旅客鉄道株式会社

　QBSに入学して4か月。刺激的で充実した
日々を過ごしています。
　講義を通じて多くの知識を得ることに加え、
様々な分野で活躍されている先生方や先輩・同級
生との対話を通じ、今まで自分には無かった物の
見方を学んでいます。留学生から外国の現状や風
習を見聞きし、日本のやり方が世界で必ずしも通
じないこと、国々で異なるルールがあることに気
付かされます。
　新しい考え方を知り、自分の仕事に置き換えて
考えてみる。こうすると今まで見えてこなかった課
題やその解決方法に気付くことがあります。
　また講義の他に、私は現在ビジネスプラン・コ
ンテストの企画運営に携わっています。講義で学
んだことをビジネスプランに落とし込む本コンテ
ストには他大学MBAコースの学生も参加しま
す。本企画・運営の活動を通じ、ものごとの進め方
や学内外との連携を経験しています。
　この２年間で多くの知識、考え方を吸収し業務
に役立つ実践的な学びができるよう、周りに感謝
しながら日々過ごしていきたいと思います。

日比野 晶子さん（10期生）
所属
アステラス製薬株式会社

＊QANだより＊

KAISTレポート

日時：2012年8月17日（金）18：30-20：35
場所：JR博多シティ10F会議室
※当日は高田 仁准教授による模擬講義も予定しております。

※当日は高田 仁准教授による模擬講義も予定しております。

※当日は吉田基樹教授による模擬講義も予定しております。

※当日は中村裕昭教授による模擬講義も予定しております。

■模擬講義：平松 拓教授

■模擬講義：岩﨑 勇教授

■模擬講義：星野裕志教授

■模擬講義：永田晃也教授
日時：2012年8月24日（金）18：30-20：35
場所：くまもと県民交流館パレア会議室7

日時：2012年9月15日（土）17：00-19：05
場所：九大箱崎キャンパス経済学部棟209教室

日時：2012年8月31日（金）18：30-20：35
場所：北九州小倉興産㈱KMMビル第4会議室

QAN総会

福岡
会場

オープン
キャンパス

熊本
会場

北九州
会　場

QBS大学説明会
オープンキャンパスへの申込み方法

参加ご希望の方は、参加会場名・氏名（フリガナ）・連絡先（自宅または勤務先住所）・郵便番号・
電話番号・メールアドレスをご記入の上、九州大学ビジネス・スクール事務室にE-mailまたは
FAXにてお申込み下さい。

九州大学ビジネス・スクール事務室
E-mail:qbs@en.kyushu-u.ac.jp　FAX:092-642-4336

九州大学ビジネス・スクール
［MBA課程］11期生募集
募集人員／45名　出願期間／2012年10月1日（月）～10月5日（金）
選抜方法／第一次試験：出願書類審査
　　　　　第二次試験：口頭試問ほか
入学試験に関するお問い合わせ先
〒812-8581  福岡市東区箱崎6-19-1  九州大学貝塚地区事務部教務課学生第四係
TEL  092-642-4167　E-mail  kakgakusei4@jimu.kyushu-u.ac.jp　URL  http://qbs.kyushu-u.ac.jp/

▲ ▲ ▲

［2012年11月3日（土）・4日（日）］
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T O P I C S T O P I C S

ＱＢＳ教員紹介
今回のQBS教員紹介は、高田 仁准教授です。

　QBSの設立に合わせて着任し、はや10年目になりました。元々
工学部出身で、大手メーカーにエンジニアとして勤務の後、専門の違
う大学院（建築／地域計画／都市計画）へ進学、その後コンサルタン
トや技術移転機関（東大TLO）勤務を経て、母校である九大に着任
して今に至ります。着任後は、QBSでの教育研究に加えて、知的財産
本部にて大学で生まれた研究成果の商業化を促すため産学連携マ
ネジメントの実務に長く携わっていました。東大TLO時代から含め
ると膨大な数の大学研究者、企業の研究開発や新規事業担当者、ベ
ンチャー経営者の方々と話をする中で、大学等の研究成果の商業化
には大きな可能性がある一方で、実現には依然として多様なハード
ルが横たわっていることを痛感させられていました。
　そんな中で、九州大学にアントレプレナーシップ教育のためのセ
ンターを設立するという構想が持ち上がり、その設立準備のため
2009年にMITに約半年間滞在する機会を得ました。ハイテク産
業の聖地といえばシリコンバレーが有名ですが、ボストンもまたハ
イテクのメッカで、特にMITはその中心です。現地コミュニティに
どっぷり浸かって理解したのは、優れた研究成果や個々人のビジネ
ス・マネジメントのスキルだけでは商業化は進まないということで
す。そこには、３つのポイントがありました。一つ目は、中心的プレー
ヤーであるアントレプレナーの存在、二つ目はアントレプレナーが
力を発揮できる自由度の高い環境、三つ目は、ステークホルダーが
共通認識として持つ商業化の標準的プロセスです。
　最近は、この３つのポイントを日本／九州の環境でどのように実
現するかという点を重視し、従来の産学連携マネジメントに加えて、
アントレプレナーシップの獲得や醸成、科学・技術商業化の標準プ
ロセスの確立、それに関連する教育研究に注力しています。
　そのため、QBSの他にQREC（九大ロバート・ファン／アントレ
プレナーシップ・センター）で全学的なアントレプレナーシップ教育
に携わるほか、工学府水素エネルギー専攻との燃料電池／クリーン
エネルギー関連の共同研究や研修プログラム、QBSのビジネスプ
ラン・コンテストなどに関わっています。また、ILCという次世代加速
器を中心とする国際研究都市構想にも高い関心を持っています。大
学が、高次の学びの場であるとともに、学びを統合して実践する
executionの場として機能してほしいと思っています。
高田 仁（産学連携マネジメント、ビジネスにおける競争優位性特論）

ＱＢＳ  BOOKレビュー 「この１冊」
今回のQBSブックレビューは、鈴木右文准教授のおすすめの「この
一冊」です。

　日本のビジネス界がかつてのように
また興隆するためには、海外に桁違い
の働きかけをしていかねばなるまい。そ
のときに、相変わらず日本の高校以下
の英語教育は運用スピードを上げるた
めの訓練になっておらず、大学に進学し
てきた学生がせっかくTOEFLを受験
しても読解の問題すら解き終わらな

い。日本人の留学志望者も半減した。一方で中国や韓国の大学生
は日本の大学生よりはるかに英語が出来る。
　従ってこの状況を何とかしようと思えば、大学とビジネス界が
英語に力を入れざるを得ない。語学はしゃかりきに取り組まねば
身につかないのだが、その第一歩にしてしかも敬遠され気味なの
が語彙の増強である。そこでお勧めするのが『「大学英語教育学会
基本語リスト」に基づくJACET8000英単語』（桐原書店）。英語
教育の専門家たちが寄ってたかって選び抜き重要な順に配列して
例文をつけた8000語（これは一般英語学習者が達成すべき最
終目標である）が掲載されている。知らない単語は読み取れない
し聞き取れないので、単語はすべての基礎だ。
　ところがこの本、本稿執筆現在、中古でしか手に入らない。これ
は日本の状況を象徴している。楽をして学習できることをうたい
文句にする教材の多い中、本物のひとつ。これが売れない状況を
放っておいてビジネスが成功したと言えるのだろうか。

鈴木右文（異文化コミュニケーション）

　「株式投資に特化した
ソーシャルプラットフォー
ムをつくる」
　これが私たちのチーム
が考えた新たなビジネス
プランのコンセプトです。
現在、このアイデアの具
現化に向けその一歩を踏

み出しています。今回はそのきっかけとなった「ビジネスプラン・コ
ンテストに向けてのQBSワークショップ（全二回）」の活動をご報
告します。
　ワークショップ第１日目は、「良いアイデアはどのように生まれ
るか」について理論的に学び、各人が考えているビジネスアイデア
を出し合いました。次に各人が考えていたそれぞれのアイデアを

ビジネスプラン・コンテスト
ワークショップ 開催

修了生紹介

　QBS入学当時は大学を卒業後にメーカーで3
年間営業として勤務した後、家業を継いで4年が
経過しようとした頃でした。私の場合は実家に
戻ってすぐに父が亡くなったため、戻ってから数
年は右も左も分からずにとにかく前だけ向いて
進むことで精一杯でした。3年が経ち少し仕事に
もなれた頃に感じたのは、自分が思い描いてい
た会社の未来と現状のギャップの大きさ。また当
時の自分が持ち合わせるスキルでは目標達成に
とても時間がかかるという不安でした。ちょうど
そんな頃にラジオから流れるQBSの話を耳に
して、何かを変えたくてQBSを目指しました。入
学後は新しい知識を吸収するたびに点と点が繋
がる感じがとても刺激的で、仕事後の授業も宿
題もまったく苦になりませんでした。さらに情熱
的な先生方との出会いや、人生を通してともに戦
える友人との出会いはいくらお金をかけても得
られるものではありません。そのような出会いを
通して、自分自身が仕事や会社のことに囚われ視
野を狭めていたことに気付かされました。これか
らはQBSでの学びと出会いを生かし、ビジネス
を通して世界を変えるべく挑戦し続けたいと思
います。

　QBSを修了して改めて振り返ってみると、入
学を志していた頃に求めていたものよりも多く
のものを得ることが出来たと実感しています。同
じ志を持ったクラスメイトとの講義、ゼミ、イベン
ト、国際交流と多くの機会に恵まれました。また、
QBSネットワークならではの先輩方や経営者の
方々とお会いする機会もあり、自分の経験したこ
とのない経営やビジネスのお話を伺うことによっ
て、視野を広げることが出来たと感じています。
仕事や家庭もありましたが、毎日が楽しく、気付
けば入学から2年の前期まで週6日QBSに通っ
ていました。QBSでの2年間は、私にとって非常
に示唆が多く、刺激的な毎日で大きな転機となり
ました。経営理論と実践的な経営のことを知れば
知るほど、この分野で働いてみたいという想いが
強くなり、2012年8月から経営コンサルティン
グ会社に転身しました。今後は自分の経験と
QBSで学んだ専門知識をより実践的なフィール
ドで生かしていきたいと考えております。

藤井 弘貴さん
（8期生）
所属
株式会社タナベ経営

八尋 大八さん
（6期生）
所属
株式会社ヤヒロ
代表取締役社長

『「大学英語教育学会基本語リスト」に基づく
　　　　　JACET8000英単語』（桐原書店）

「エレベーター・ピッチ」という１分で相手に自分
の考えを要約して伝えるという手法を何度か繰
り返し洗練させていきました。その中から評価の
高かった数名のアイデアを選び、チームに分か
れ、そのアイデアを実際のビジネスへの実現に向
けて検証する作業を行いました。長時間に渡る
議論を経て完成した最終成果を各チーム３分程
度で発表しました。ちなみに私たちのチームは6
チーム中最下位でした。
　次回のワークショップに向け、自分たちが考え
ているビジネスモデルは「本当に顧客が必要とし
ているのか？」など市場調査をする事にしまし
た。そこで私たちは「もしカブ（もしも･･･株式投資
をはじめたら）」というUstreamの番組を制作
し市場調査をしました。結果、顧客ターゲットが
違うことが判明！早急にビジネスモデルを大きく
変更し２日目のワークショップに臨みました。
　ワークショップ２日目は「ビジネスモデル・ジェ
ネレーション」という本のフレームを用いてビジ
ネスモデルをシンプルに直感的に理解できるよ
うに表現しました。「顧客」「価値提案」「インフラ」
「資金」と領域に分け、組織構造・プロセス・システ
ムを通じて実行される戦略も考える事ができました。この作業はメンバー全員で価値観を
共有する事ができ、新たな価値を創造する事ができました。
　そして、私たちはこの日のチーム対抗戦においてみごと優勝する事が出来ました。
　今後、ビジネスプランコンテストに向け、もっともっと精査し優勝を目指します。更には

コンテストだけで終わらず実際のビジネ
スとして立ち上げられるように全力で取
り組んで行きたいと思います。
　今回、貴重な機会を頂きました九州大
学ビジネススクールの永田専攻長、高田
先生、ゲストコーディネーターの山本伸
さん、飛澤さん、その他関係者の皆様に
厚く御礼申し上げます。
阿久津岳生、増本衛、佐藤大介（10期生）

2011年5月、日独修好150周年記念シンポジウム（ベルリ
ン）のパネルディスカッション後、ノーベル賞の小林誠先生と
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